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ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
南
　
勝
翼
　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
ご
ろ
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
々
厳
し
さ
を
増
す
酷
暑
の

中
、
引
き
続
く
感
染
症
等
の
脅
威
も
含

め
、
い
か
に
し
て
自
ら
の
生
活
や
健
康

を
守
っ
て
い
く
の
か
、
年
少
者
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
未
だ
心
配
を
拭
い
き
れ
な

い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
は
、
物
価
の
高
騰
や

政
情
不
安
、
全
国
各
地
で
発
生
す
る
自

然
災
害
、
国
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
ガ
ザ

地
区
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス

の
紛
争
の
長
期
化
、
近
隣
諸
国
と
の
緊

張
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

そ
の
意
に
反
し
て
こ
ん
と
ん
と
し
た
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
当
セ
ン

タ
ー
の
運
営
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受

け
、
様
々
な
課
題
と
直
面
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
に
お
け
る
当
セ
ン
タ
ー

の
事
業
実
績
で
す
が
、
派
遣
事
業
を
含

め
、
契
約
額
3
億
9
千
8
百
万
円
と
な

り
、
昨
年
度
を
や
や
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
全

国
的
な
就
業
会
員
の
減
少
、
需
要
の
低

迷
や
天
候
不
良
な
ど
の
厳
し
い
条
件
も

重
な
る
中
で
、
結
果
と
し
て
、
こ
の
契

約
額
を
確
保
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
当

初
の
目
標
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
改
め
て
深
く
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
数
に
お
き
ま
し
て
は
、
減
少
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
令
和
6
年

3
月
末
で
６
４
３
人
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

会
員
数
の
確
保
は
事
業
の
根
幹
で
あ

り
ま
す
。
本
年
度
は
、
こ
れ
を
重
要
課

題
と
し
て
会
員
数
拡
大
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

と
労
働
力
不
足
は
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
の
業
種
や
介

護
•
育
児
等
の
、
現
役
世
代
を
支
え
る
分

野
に
お
い
て
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
除
草
・
草
刈
・
剪せ

ん
て
い定

な
ど
市

内
の
自
然
環
境
整
備
に
関
わ
る
需
要

は
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

作
業
に
従
事
す
る
会
員
の
確
保
•
養
成

が
喫き

っ
き
ん緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

会
員
自
体
の
高
齢
化
と
と
も
に
、
こ
の

分
野
へ
の
新
た
な
希
望
会
員
も
少
な

く
、
今
後
の
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
整
備
の
問

題
は
、
今
後
、
大
き
な
行
政
課
題
と
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

始
良
市
は
、
２
０
５
０
年
を
目
標
と

し
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
」
を

宣
言
し
、
C
O
２

削
減
に
向
け
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
も
、
作
業
に
よ
り
発
生

す
る
剪
定
残
さ
い
等
に
つ
い
て
「
自
然

の
も
の
は
自
然
の
ま
ま
自
然
に
か
え

す
」
を
目
標
に
、
新
た
な
活
用
に
向
け

た
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
S
D
G
s
（
エ
ス
・
デ

ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）
:
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」
の
方
向
性
の
中
で
、
市
の
目
指

す
今
後
の
環
境
美
化
政
策
に
合
わ
せ

た
、
自
然
環
境
の
保
全
•
C
O
２

削
減

に
、
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
公
共

社
会
の
能
動
的
な
担
い
手
と
し
て
、
自

ら
働
き
、
助
け
合
う
事
に
よ
り
、
自
ら

の
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な

げ
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
す
る
、

地
域
に
根
差
し
た
組
織
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
必
要
と
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
方
々
か
ら

信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
機
関
と
し
て
、

さ
ら
に
飛
躍
で
き
ま
す
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

健
勝
・
ご
多
幸
を
、
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、 

私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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定定
時時
総総
会会
開開
催催  

 
去
る
55
月
2244
日
、
加
音
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

昨
期
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の

方
々
へ
の
黙
と
う
の
後
、
南
理
事
長

の
あ
い
さ
つ
で
開
会
し
、
ご
来
賓
の

姶
良
市
長
、
始
良
市
議
会
議
長
の
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
会
員
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
と
し
て
在
籍
期
間
1100
年
に
達

し
た
2211
名
、 

ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
会
員
33
名
、

合
計
24
名
の
皆
様
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
ご
功
労
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。 

総
会
は
、
議
長
に
池
田
初
夫
氏
を

選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

議
事
で
は
、
令
和
55
年
度
事
業
報

告
と
令
和
5
年
度
決
算
報
告
、
続
い

て
役
員
の
補
欠
選
任
が
審
議
さ
れ
、

松
岡
力
監
事(

市
充
職)

の
後
任
と
し

て
、
新
た
に
倉
山
高
幸
氏
が
選
ば
れ
、

 

そ
れ
ぞ
れ
提
案
の
と
お
り
可
決
•
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
引
き
続
き
、
互
助
会
組
織

で
あ
る
「
友
和
会
」
の
総
会
が
行
わ

れ
、
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

川
俣 

光
雄 

安
楽 

兼
通 

小
野 

光
雄 

永
井 

良
治 

日
髙 

チ
サ
子 

野
口 

正
和 

池
田 

政
芳 

上
野 

福
夫 

三
堂 

由
起 

安
楽 

哲
二 

西
牧 

充 

奈
良
迫 

正
吾 

西
村 
洋
一 

荒
谷 
よ
し
子 

谷
口 

勝
子 

大
松 

敏
男 

小
山 

健
三 

吉
岡 

た
え
子 

下
薗 

富
士
子 

長
野 

宏 

折
見 

信
則 

今
日
の
日
に 

奈
良
迫 

正
吾 

私
は
44
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

62
才
か
ら
素
人
の
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
と
し
て
姶

良
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な

り
ま
し
た
。
仕
事
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
職
員
の

方
々
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
の
精
神
が
自
分
の

モ
ッ
ト
ー
で
す
。 

今
年
、
1
月
と
５
月
に
両
手
の
手
術
を
し
、

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を
「
も
う
、
辞
め
よ
う
」
と

思
案
し
ま
し
た
が
、
会
員
の
方
々
が
酷
暑
日
も
ひ

た
す
ら
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
姿
を
見
る
に

つ
け
、
自
身
に
も
再
び
意
欲
が
わ
き
ま
し
た
。 

今
回
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
10
年

勤
続
表
彰
と
記
念
品
を
賜
り
感
謝
で
し
た
。 

紆
余

う

よ

曲
折
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
頑
張
り
た

く
思
い
ま
す
。 

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

会会員員継継続続 1100 年年表表彰彰者者（（会会員員番番号号順順・・敬敬称称略略））  

ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス 

表
彰
者
（
敬
称
略
） 

 

丸
野 

充
子 

 

奥 

秋
男 

 

有
馬 

眞
博 

写 真 は 出 席 者 の み 
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日
高

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を
「
も
う
、
辞
め
よ
う
」
と

62
才
か
ら
素
人
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
と
し
て
姶
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が
選
ば
れ
、

 

そ
れ
ぞ
れ
提
案
の
と
お
り
可
決
•
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
引
き
続
き
、
互
助
会
組
織

で
あ
る
「
友
和
会
」
の
総
会
が
行
わ

れ
、
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

川
俣 

光
雄 

安
楽 

兼
通 

小
野 

光
雄 

永
井 

良
治 

日
髙 

チ
サ
子 

野
口 

正
和 

池
田 

政
芳 

上
野 

福
夫 

三
堂 

由
起 

安
楽 

哲
二 

西
牧 

充 
奈
良
迫 

正
吾 

西
村 
洋
一 

荒
谷 

よ
し
子 

谷
口 

勝
子 

大
松 

敏
男 

小
山 

健
三 

吉
岡 

た
え
子 

下
薗 

富
士
子 

長
野 

宏 

折
見 

信
則 

今
日
の
日
に 

奈
良
迫 

正
吾 

私
は
44
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

62
才
か
ら
素
人
の
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
と
し
て
姶

良
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な

り
ま
し
た
。
仕
事
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
職
員
の

方
々
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
の
精
神
が
自
分
の

モ
ッ
ト
ー
で
す
。 

今
年
、
1
月
と
５
月
に
両
手
の
手
術
を
し
、

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を
「
も
う
、
辞
め
よ
う
」
と

思
案
し
ま
し
た
が
、
会
員
の
方
々
が
酷
暑
日
も
ひ

た
す
ら
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
姿
を
見
る
に

つ
け
、
自
身
に
も
再
び
意
欲
が
わ
き
ま
し
た
。 

今
回
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
10
年

勤
続
表
彰
と
記
念
品
を
賜
り
感
謝
で
し
た
。 

紆
余

う

よ

曲
折
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
頑
張
り
た

く
思
い
ま
す
。 

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

会会員員継継続続 1100 年年表表彰彰者者（（会会員員番番号号順順・・敬敬称称略略））  
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称
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写 真 は 出 席 者 の み 
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し
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の
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行
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献
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第 29 号（4）              シルバーあいら             令和 6 年 9 月発行 

 
 

 

 

令 和 5年 5月 12日 に 、 い わ ゆ る 「 フ リ ー ラ ン ス 法 」 （ 「 特 定 受 託 事 業 者 に 係

る 取 引 の 適 正 化 等 に 関 す る 法 律 」 ） が 公 布 さ れ ま し た 。 こ の 法 律 の 趣 旨 ※ を

踏 ま え 、 ま た フ リ ー ラ ン ス 法 の 施 行 （ 令 和 6年 11月 1日 ） を 見 据 え 、 シ ル バ ー

人 材 セ ン タ ー の 会 員 に 業 務 委 託 す る 契 約 に つ い て 、 契 約 方 法 の 見 直 し を 行 い

ま す 。  

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー を 通 じ て 会 員 が 就 業 機 会 の 提 供 を 受 け る 現 行 の 契

約 方 法 で は 、発 注 者 と 会 員 と の 間 に 直 接 関 係 が 生 じ る 構 造 と な っ て い ま せ ん 。 

こ の た め 、フ リ ー ラ ン ス に 位 置 づ け ら れ る 会 員 が 法 に よ る 保 護 を 受 け 、安 心・

安 全 に 就 業 で き る 環 境 を 整 備 す る 必 要 が あ り 、厚 生 労 働 省 か ら も 、シ ル バ ー

人 材 セ ン タ ー の 契 約 方 法 に つ い て 見 直 し を 行 う よ う 方 針 が 示 さ れ て い ま す 。 

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー を 利 用 さ れ る 発 注 者 の 皆 さ ま に お か れ ま し て は 、契

約 方 法 の 変 更 に つ い て ご 理 解 を お 願 い い た し ま す 。  

■ 見 直 し の イ メ ー ジ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※フリーランス法とは？ 
 

個人が事業者（特定受託事業者。いわゆるフリーランス。「シルバーの会員」

も該当）として受託した業務に安定的に従事することができる環境を整備す

るため、特定受託事業者に業務委託をする事業者（特定業務委託事業者。い

わゆる発注者）に対して、給付の内容（いわゆる報酬）その他の事項の明示

が義務付けられています。  

総
合
調
整
・
マ
ッ
チ
ン
グ

シルバー人材センターを利用される発注者の皆さまへ

フ リ ー ラ ン ス 法 の 制 定 を 踏 ま え て  

シ ル バー 人 材 セ ン ター の 契 約 関 係 を見 直 しま す  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

請
負・委
任

契
約
関
係

請
負・委
任

契
約
関
係

請
負・委
任
契
約
関
係

令和 6年 9月発行シルバーあいら第 29 号（4）



令和 6 年 9 月発行              シルバーあいら               第 29 号（5） 

現 行 で は 、 発 注 者 は シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー に 対 し 、 業 務 一 式 を 業 務 委

託 契 約 し て い ま し た が 、 令 和 6年 11月 1日 以 降 は 以 下 の ① と ② の 内 訳 で 発

注 す る こ と に な り ま す 。  

（ 令 和 6年 度 に つ い て は 、 経 過 的 な 運 用 を 行 う 場 合 も あ り ま す 。 ）  

① シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー に 対 す る マ ッ チ ン グ や 調 整 等 の 業 務 委 託  

（ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 利 用 契 約 ）  

② 会 員 業 務 委 託 契 約 （ 依 頼 す る 仕 事 ）  

な お 、 契 約 方 法 の 見 直 し 後 に お い て も 、 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー は こ れ ま

で と 変 わ ら な い サ ー ビ ス を 提 供 し ま す の で 、 発 注 者 の 皆 さ ま は 、 こ れ ま

で ど お り 、 安 心 し て シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー を ご 利 用 く だ さ い ま す よ う お

願 い し ま す 。  

■ 発 注 依 頼 か ら 業 務 終 了 ま で の 主 な 流 れ  

 
変更後 

発 注 の 準 備  

現行と変更ありません。 

（センターは、発注される仕事の内容等をお伺いし、業務仕様

などを調整します。） 

【 新 】  

セ ン タ ー 利 用 契

約 の 締 結  

手続きは現行と変更ありません。 

なお、変更点は、センターを利用して会員に業務委託すること

に係る契約内容となり、センターは主に、仕事と就業する会員

とのマッチングや総合調整を担うことになります。 

【 新 】  

会 員 へ の 就 業

条 件 の 明 示 と

業 務 委 託 契 約

の 成 立  

新たな内容となりますが、センターで対応しますので、発注者

の作業は発生しません。 

フリーランス法に基づく就業条件の明示については、センター

が業務仕様に基づき、就業条件を記載した「会員業務仕様書」

を作成し、マッチングの際に会員に案内します。 

会員が業務仕様書の内容に同意すれば、発注者と会員の間で業

務委託契約が成立する仕組みとなります。 

【 新 】  

業 務 委 託 料 の

請 求  

新たな内容となりますが、事務手続きの流れはこれまでと同じで

す。 

変更点は、センターへの業務委託料と会員への業務委託料に分

かれた内訳となります。センターがまとめて請求しますので、

手続きは変わりません。 

【 新 】  

適 格 請 求 書 の

発 行  

センター分の業務委託料に係る適格請求書は発行します。 
会員分の業務委託料に係る適格請求書は原則発行できません。 

※３面参照 

契 約 方 法 の 見 直 し に よ る 現 行 と の 変 更 点   
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シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー が 発 注 者 か ら い た だ く 料 金 は 、「 会 員 業 務 委 託 料

（ 会 員 が 手 に す る 報 酬 ）」「 セ ン タ ー 業 務 委 託 料（ 事 務 費 ）」の ２ つ で 構 成 さ れ

て い ま す 。 こ の う ち 、「 会 員 業 務 委 託 料 」 に つ い て は 、 新 た な 契 約 方 法 で は 、

セ ン タ ー を 経 由 す る も の の 、 発 注 者 が 会 員 に 対 し て 支 払 う 形 と な り ま す  

そ の た め 、 セ ン タ ー は 、「 セ ン タ ー 業 務 委 託 料 」 の 分 に つ い て は 消 費 税 に 係 る

適 格 請 求 書（ イ ン ボ イ ス ）を 交 付 し ま す が 、「 会 員 業 務 委 託 料 」の 分 に つ い て は

交 付 す る こ と が で き ま せ ん 。こ の 場 合 、本 来 で あ れ ば 会 員 が「 会 員 業 務 委 託 料

に 係 る イ ン ボ イ ス 」を 交 付 す る 立 場 に な り ま す が 、会 員 は 基 本 的 に 年 間 の 課 税

売 上 高 が 1,00 0 万 円 以 下 の「 消 費 税 免 税 事 業 者 」で あ る た め イ ン ボ イ ス を 発 行

す る こ と が で き ま せ ん 。  

セ ン タ ー が 発 行 す る 請 求 書 に は 、 次 の と お り 料 金 の 内 訳 を 記 載 し て い ま す の

で ご 留 意 く だ さ い 。  

 

 

 

 

① 適格請求書分・・・・センター業務委託料 

② 非適格請求書分・・・会員業務委託料 

料 金 に 係 る 消 費 税 の 課 税 関 係 

セセンンタターー業業務務委委託託料料 会会員員業業務務委委託託料料

料料金金  
発発注注者者  

  
  

セセンンタターー業業務務委委託託料料分分ににつついいててイインンボボイイスス交交付付

会会員員業業務務委委託託料料分分ははイインンボボイイススをを  
交交付付さされれずず仕仕入入税税額額控控除除不不可可  

会会員員  

イインンボボイイスス

料 金 の 一 部 に つ い て 消 費 税 の 課 税 関 係 が 変 わ り ま す  

※発注者が次のいずれに該当する場合、契約方法を見直す場合であってもこれまでの

消費税納税の取り扱いと変更はありません。 

①個人や家庭など事業者ではない者：消費税申告納税対象外（納税義務対象外）

②簡易課税制度を選択している事業者：消費納税額計算に際してインボイスを必

要としないためこれまでと同じ取り扱い  
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令和 6年 9月発行シルバーあいら第 29 号（6）



感
謝
・
感
謝
で
一
杯
で
す

坂
元
　
良
子
　

存
命
中
の
母
の
楽
し
み
は
、
一
に
も

二
に
も
庭
い
じ
り
で
し
た
。
畑
仕
事
の

合
間
に
は
花
の
手
入
れ
、
草
む
し
り
と

忙
し
く
し
て
い
ま
し
た
が
、
歳
を
重
ね

る
毎
に
、
そ
れ
も
重
荷
に
な
り
、
思
う

よ
う
に
庭
の
手
入
れ
が
出
来
な
く
な
っ

て
き
た
時
に
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
依
頼

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
夏
と
冬
の
年
2
回
依
頼

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
例
年
に
な
く
猛
暑
で
大
変
で

す
。
シ
ル
バ
ー
の
方
々
は
、
夏
の
暑
い

日
も
冬
の
寒
い
日
も
一
生
懸
命
に
草
刈

り
や
剪せ

ん
て
い定

も
し
て
頂
い
て
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

実
家
に
は
高
い
土
手
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
き
れ
い
に
し
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
作
業
の
安
全
上
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
の
大
変
さ
を
思
い

出
し
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
シ

ル
バ
ー
さ
ん
は
、
ハ
ッ
キ
リ
話
を
し
て

下
さ
る
態
度
と
、
こ
ち
ら
の
希
望
を
心

良
く
引
き
受
け
て
下
さ
る
対
応
に
は
頭

が
下
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
、
お
身
体
に
十
分
気
を
付

け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
ま
た
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
に
な
っ
て

岩
元
　
修
司
　

電
気
通
信
事
業
の
現
役
業
務
を
66
才

で
終
え
、
新
聞
の
チ
ラ
シ
で
姶
良
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
育
成
講
習
会

申
込
書
に
「
体
が
動
く
内
は
、
社
会
と

の
流
れ
に
遅
れ
な
い
で
生
活
し
て
行
こ

う
」
と
あ
っ
た
の
で
入
会
し
て
今
年
で

9
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
現
在
、
事
業

部
会
委
員
と
地
域
班
長
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
総
会
や
事
業
委
員
会
、
安
全
大

会
等
で
職
員
に
接
し
た
り
、
奉
仕
作
業

な
ど
で
会
員
の
方
々
と
話
し
た
り
す
る

と
元
気
を
頂
き
ま
す
。

班
員
の
中
に
は
、
神
村
学
園
サ
ッ
カ

ー
部
の
出
身
で
、
現
在
プ
ロ
の
サ
ッ
カ

ー
選
手
と
し
て
欧
州
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

で
活
躍
し
て
い
る
福
田
師
王
選
手
の
祖

父
と
い
う
方
も
お
ら
れ
、
作
業
の
休
憩

時
間
に
ブ
ロ
グ
な
ど
を
見
せ
て
頂
き
、

親
し
み
を
お
ぼ
え
、
会
員
の
和
を
感
じ

た
日
も
あ
り
ま
し
た
。

私
も
75
才
を
超
え
、
後
期
高
齢
者
に

な
り
ま
し
た
。
大
脳
が
「
も
う
い
い
で
し

ょ
う
」
と
信
号
を
時
々
出
し
て
く
れ
ま
す
。

日
本
が
、
世
界
が
、
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
時
の
流
れ
に
逆
ら
う

こ
と
無
く
「
明
日
は
い
い
こ
と
が
あ
り

そ
う
な
」
自
分
を
信
じ
一
日
一
日
を
大

切
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

令和 6 年 9 月発行              シルバーあいら               第 29 号（7） 

    

感
謝
・
感
謝
で
一
杯
で
す 

坂
元 

良
子 

存
命
中
の
母
の
楽
し
み
は
、
一
に
も

二
に
も
庭
い
じ
り
で
し
た
。
畑
仕
事
の

合
間
に
は
花
の
手
入
れ
、
草
む
し
り
と

忙
し
く
し
て
い
ま
し
た
が
、
歳
を
重
ね

る
毎
に
、
そ
れ
も
重
荷
に
な
り
、
思
う

よ
う
に
庭
の
手
入
れ
が
出
来
な
く
な
っ

て
き
た
時
に
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
依
頼

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

            

そ
れ
以
来
、
夏
と
冬
の
年
2
回
依
頼

し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
例
年
に
な
く
猛
暑
で
大
変
で

す
。
シ
ル
バ
ー
の
方
々
は
、
夏
の
暑
い 

日
も
冬
の
寒
い
日
も
一
生
懸
命
に
草
刈

り
や
剪
定

せ
ん
て
い

も
し
て
頂
い
て
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
大
木
を
き
れ
い
に
し
て
頂

い
た
方
が
辞
め
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
は
「
木

の
管
理
は
無
理
で
す
」
と
云
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
シ
ル
バ
ー
さ
ん
は
、
ハ
ッ
キ

リ
話
を
し
て
下
さ
る
態
度
と
、
こ
ち
ら

の
希
望
を
心
良
く
引
き
受
け
て
下
さ
る

対
応
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
、
お
身
体
に
十
分
気
を
付

け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

そ
し
て
ま
た
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

   

会
員
に
な
っ
て 

岩
元 

修
司 

電
気
通
信
事
業
の
現
役
業
務
を
66

才
で
終
え
、
新
聞
の
チ
ラ
シ
で
姶
良
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
育
成
講
習

会
申
込
書
に
「
体
が
動
く
内
は
、
社
会 

            と
の
流
れ
に
遅
れ
な
い
で
生
活
し
て
行

こ
う
」
と
あ
っ
た
の
で
入
会
し
て
今
年

で
9
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
現
在
、
事

業
部
会
委
員
と
地
域
班
長
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
総
会
や
事
業
委
員
会
、
安
全

大
会
等
で
職
員
に
接
し
た
り
、
奉
仕
作

業
な
ど
で
会
員
の
方
々
と
話
し
た
り
す

る
と
元
気
を
頂
き
ま
す
。 

班
員
の
中
に
は
、
神
村
学
園
サ
ッ
カ

ー
部
の
出
身
で
、
現
在
プ
ロ
の
サ
ッ
カ

ー
選
手
と
し
て
欧
州
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

で
活
躍
し
て
い
る
福
田
師
王
選
手
の
祖

父
と
い
う
方
も
お
ら
れ
、
作
業
の
休
憩

時
間
に
ブ
ロ
グ
な
ど
を
見
せ
て
頂
き
、

親
し
み
を
お
ぼ
え
、
会
員
の
和
を
感
じ

た
日
も
あ
り
ま
し
た
。 

私
も
75
才
を
超
え
、
後
期
高
齢
者
に

な
り
ま
し
た
。
大
脳
が
「
も
う
い
い
で

し
ょ
う
」
と
信
号
を
時
々
出
し
て
く
れ

ま
す
。 

日
本
が
、
世
界
が
、
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
時
の
流
れ
に
逆
ら
う

こ
と
無
く
「
明
日
は
い
い
こ
と
が
あ
り

そ
う
な
」
自
分
を
信
じ
一
日
一
日
を
大

切
に
生
活
し
て
い
ま
す
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発

注

者

の

声 

会

員

の

声

加
治
木
町
高
井
田
の
田
園
で
雨
上

が
り
に
、
宝
石
の
よ
う
な
雫
を
ま
と

っ
た
彼
岸
花
を
撮
っ
た
も
の
で
す
。 

（
写
真
同
好
会
・
横
山
） 

表 紙 

加治木生活改善センターにて 

令和 6 年 9 月発行              シルバーあいら               第 29 号（7） 
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全

大
会
等
で
職
員
に
接
し
た
り
、
奉
仕
作

業
な
ど
で
会
員
の
方
々
と
話
し
た
り
す

る
と
元
気
を
頂
き
ま
す
。 

班
員
の
中
に
は
、
神
村
学
園
サ
ッ
カ

ー
部
の
出
身
で
、
現
在
プ
ロ
の
サ
ッ
カ

ー
選
手
と
し
て
欧
州
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

で
活
躍
し
て
い
る
福
田
師
王
選
手
の
祖

父
と
い
う
方
も
お
ら
れ
、
作
業
の
休
憩

時
間
に
ブ
ロ
グ
な
ど
を
見
せ
て
頂
き
、

親
し
み
を
お
ぼ
え
、
会
員
の
和
を
感
じ

た
日
も
あ
り
ま
し
た
。 

私
も
75
才
を
超
え
、
後
期
高
齢
者
に

な
り
ま
し
た
。
大
脳
が
「
も
う
い
い
で

し
ょ
う
」
と
信
号
を
時
々
出
し
て
く
れ

ま
す
。 

日
本
が
、
世
界
が
、
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
時
の
流
れ
に
逆
ら
う

こ
と
無
く
「
明
日
は
い
い
こ
と
が
あ
り

そ
う
な
」
自
分
を
信
じ
一
日
一
日
を
大

切
に
生
活
し
て
い
ま
す
。 

  

発

注

者

の

声 

会

員

の

声

加
治
木
町
高
井
田
の
田
園
で
雨
上

が
り
に
、
宝
石
の
よ
う
な
雫
を
ま
と

っ
た
彼
岸
花
を
撮
っ
た
も
の
で
す
。 

（
写
真
同
好
会
・
横
山
） 
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感
謝
・
感
謝
で
一
杯
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坂
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良
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、
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、
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よ
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庭
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手
入
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く
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て
き
た
時
に
、
シ
ル
バ
ー
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ん
に
依
頼

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
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シ
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刈
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剪
定

せ
ん
て
い

も
し
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頂
い
て
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も
あ

り
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た
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し
て
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ま
す
。 

こ
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で
大
木
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き
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い
に
し
て
頂

い
た
方
が
辞
め
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
は
「
木

の
管
理
は
無
理
で
す
」
と
云
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
シ
ル
バ
ー
さ
ん
は
、
ハ
ッ
キ

リ
話
を
し
て
下
さ
る
態
度
と
、
こ
ち
ら

の
希
望
を
心
良
く
引
き
受
け
て
下
さ
る

対
応
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
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ー
の
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様
、
お
身
体
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十
分
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を
付

け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

そ
し
て
ま
た
、
よ
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し
く
お
願
い
し

ま
す
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会
員
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修
司 

電
気
通
信
事
業
の
現
役
業
務
を
66

才
で
終
え
、
新
聞
の
チ
ラ
シ
で
姶
良
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
育
成
講
習

会
申
込
書
に
「
体
が
動
く
内
は
、
社
会 

            と
の
流
れ
に
遅
れ
な
い
で
生
活
し
て
行

こ
う
」
と
あ
っ
た
の
で
入
会
し
て
今
年

で
9
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
現
在
、
事

業
部
会
委
員
と
地
域
班
長
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
総
会
や
事
業
委
員
会
、
安
全

大
会
等
で
職
員
に
接
し
た
り
、
奉
仕
作

業
な
ど
で
会
員
の
方
々
と
話
し
た
り
す

る
と
元
気
を
頂
き
ま
す
。 

班
員
の
中
に
は
、
神
村
学
園
サ
ッ
カ

ー
部
の
出
身
で
、
現
在
プ
ロ
の
サ
ッ
カ

ー
選
手
と
し
て
欧
州
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

で
活
躍
し
て
い
る
福
田
師
王
選
手
の
祖

父
と
い
う
方
も
お
ら
れ
、
作
業
の
休
憩

時
間
に
ブ
ロ
グ
な
ど
を
見
せ
て
頂
き
、

親
し
み
を
お
ぼ
え
、
会
員
の
和
を
感
じ

た
日
も
あ
り
ま
し
た
。 

私
も
75
才
を
超
え
、
後
期
高
齢
者
に

な
り
ま
し
た
。
大
脳
が
「
も
う
い
い
で

し
ょ
う
」
と
信
号
を
時
々
出
し
て
く
れ

ま
す
。 

日
本
が
、
世
界
が
、
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
時
の
流
れ
に
逆
ら
う

こ
と
無
く
「
明
日
は
い
い
こ
と
が
あ
り

そ
う
な
」
自
分
を
信
じ
一
日
一
日
を
大

切
に
生
活
し
て
い
ま
す
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発

注

者

の

声 

会

員

の

声

加
治
木
町
高
井
田
の
田
園
で
雨
上

が
り
に
、
宝
石
の
よ
う
な
雫
を
ま
と

っ
た
彼
岸
花
を
撮
っ
た
も
の
で
す
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写
真
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・
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第２週（午前１０時～１１時３０分） 第４週（午後１時３０分～３時） 

９月１２日（木） ９月２６日（木） 

１０月１０日（木） １０月２４日（木） 

１１月１４日（木） １１月２８日（木） 

１２月１２日（木） １２月２６日（木） 

入 会 説 明 会 

 毎月２回、第２木曜日及び第４木曜日を原則として、シルバー人材センター本所で実施しています。

９月から１２月までの日程は下表のとおりです。日時を変更する場合がありますので、詳しくはシルバー

人材センターまでお問い合わせください。 

市 内 在 住 で 6 0 歳 以 上 （ 原 則 ） の 健 康 な 方

豊 か な 経 験 と 豊 富 な 知 識 を 生 か し て み ま せ ん か ! !

除草・草刈り・剪定作業のご注文及び猛暑期の作業について 

 近年、梅雨時期から９月中旬にかけて、異常なほどの猛暑日になる日がとても多くなっており、当

センターでは会員の体調を考慮し、除草・草刈り・剪定作業等において、作業時間を極力短縮した

り、一定間隔の休息をとらせるなど、熱中症及び猛暑に関連する事故防止対策に努めております。 

 高齢等により、作業する会員も減少し、ご注文から作業実施日までの期間が遅くなっている状況

です。お客様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご了承いただきますようお願いいたします。 

姶姶良良市市シシルルババーー人人材材セセンンタターー加加治治木木支支所所移移転転ののおお知知ららせせ

 姶良市役所の新庁舎移転に伴い、これまで借用しておりました加治木駅北側の事務所を移転いたし

ました。これまで同様のご利用よろしくお願いいたします。 

●移転先  姶良市役所加治木総合支所加治木保健センター（２階） 

           〒899-5294 姶良市加治木町本町 253 番地 

             TEL 0995－62－0051 FAX 0995－62－0017 

●発注・お問い合わせ 姶良市シルバー人材センター 本所 

           〒899-5431 姶良市西餅田 3311 番地１ 

             TEL 0995－65－7011 FAX 0995－67－2099 

編集後記 

残暑お見舞い申し上げます。 

ドル髙、円安で世間が騒いでいる中、日本銀行は去る７月３日に約２０年ぶりに偽造防止

と使いやすさの向上のために新紙幣を発行しました。 

キャシュレス決済の利用が増えている中での新紙幣の発行です。これに便乗した詐欺行為

も多い昨今、犯罪防止のためにも、使い方と保管の仕方などには十分気をつけたいものです。

原稿執筆にご協力いただいた方々にお礼を申し上げます。         （広報部） 

姶良市シルバー人材センター加治木支所移転のお知らせ

 姶良市役所の新庁舎移転に伴い、これまで借用しておりました加治木駅北側の事務所を移転いたし

ました。これまで同様のご利用よろしくお願いいたします。 

●移転先  姶良市役所加治木総合支所加治木保健センター（２階） 

           〒899-5294 姶良市加治木町本町 253 番地 

             TEL 0995－62－0051 FAX 0995－62－0017 

●発注・お問い合わせ 姶良市シルバー人材センター 本所 

           〒899-5431 姶良市西餅田 3311 番地１ 

             TEL 0995－65－7011 FAX 0995－67－2099 

ドル高

編集後記 

残暑お見舞い申し上げます。 

ドル高、円安で世間が騒いでいる中、日本銀行は去る７月３日に約２０年ぶりに偽造防止

と使いやすさの向上のために新紙幣を発行しました。 

キャッシュレス決済の利用が増えている中での新紙幣の発行です。これに便乗した詐欺行為

も多い昨今、犯罪防止のためにも、使い方と保管の仕方などには十分気をつけたいものです。

原稿執筆にご協力いただいた方々にお礼を申し上げます。         （広報部） 
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